
１．重要な会計方針

（１）固定資産の減価償却方法

（２）引当金の計算基準

（３）消費税等の会計処理

　　 消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高 （単位：円）

区分 資産の種類 期首帳簿価格 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価額

特定資産 退職給付引当資産 34,104,400 3,789,800 846,000 37,048,200

特定資産 会館建築準備積立預金 255,957,990 10,000,000 0 265,957,990

小計 290,062,390 13,789,800 846,000 303,006,190

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳 （単位：円）

当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に
対応する額）

37,048,200 0 0 37,048,200

265,957,990 0 265,957,990 0

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高 （単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

485,505,628 333,239,386 152,266,242

1,118,720 1,118,719 1

70,671,383 60,668,861 10,002,522

5,459,287 4,408,651 1,050,636

　ソフトウェア 1,035,895 144,601 891,294

563,790,913 399,580,218 164,210,695

５．引当金の明細 （単位：円）

目的使用 その他

退職給与引当金 34,104,400 3,789,800 846,000 37,048,200

　建物

当期増加額

　什器備品

科目 期首残高 期末残高
当期減少額

　教材

　合　計

　車両運搬具

科目

　　 従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末において発生していると
　 認められる額を計上している。
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　　退職給付引当資産

　　会館建築準備積立預金

特定資産

財務諸表に対する注記

　　建物及び什器備品等の減価償却方法は、法人税法に基づく定率法又は旧定率法を採用している。ただし、
　平成１０年４月１日以後に取得したものについては法人税法の規定に基づく旧定額法、平成１９年４月１日
　以後に取得したものについては、定額法を採用しております。

科目



６．退職給付関係

（１）採用している退職給付制度の概要
　　 確定給付型の制度として、退職一時金制度を設けている。

（２）退職給付債務及びその内訳 （単位：円）

37,048,200

0

37,048,200

（３）退職金に関する事項 （単位：円）

3,789,800

②会計基準変更時差異の費用処理額 0

③退職金（①+②） 3,789,800

（４）退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

　 　退職給付債務の計算に当たっては、退職一時金制度に基づく期末自己都合要支給額を基礎として
　計算している。

①退職給付債務

②会計基準変更時差異の未処理額

①勤務費用

③退職給付引当金（①＋②）


